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アセトニトリル: 水=9 : 1中にバリンとバリンの
間に様々なアミノ酸残基を有するトリペプチド 1
とアクリロニトリル 2、Phen、DCB をそれぞれ
20 mM ずつ溶かし、アルゴン雰囲気下 100 W の高
圧水銀灯を用い、パイレックスフィルターを通し
て光照射(313 nm)を 6 時間行ったところ、目的の






























































































































 また、N 末端を Boc 基で保護し、C 末端がカル
ボキシ基であるジペプチド 6 と N 末端がアクリル
アミドで C 末端がエステル基であるジペプチド 7
を用いて光照射することで、-アミノ酸を結合部位
に有するテトラペプチド 8 の合成に成功した
(Scheme 4)。バリンのジペプチドである 6a では
50%で 8a が、フェニルアラニン―グリシンのジペ






































8a; R1, R2, R3, R4=CH(CH3)2; 50 %
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